
法律経済学科

必要単位数

2  (*a)

2

2

2

2  (*a)

2  (*a)

1

4 (*b)

2

8

2

4 (*c)

8

4

6

16

12

選
択

36  （*d）

128

履修方法の詳細については、入学時に配付された「履修要項」を参照すること。

２０２３年度入学生用  卒業資格履修単位確認表

授業科目名または分野名 修得済み

共
通
教
育
科
目

必
修

YES□

YES□

英語ⅠTOEIC YES□

YES□

YES□

13 YES□

YES□

YES□

卒業に必要な総単位数

専門基礎科目 YES□

コース必修

専門演習 YES□

卒業研究 YES□

履修プログラム科目 YES□

コース内自由選択科目

専
門
教
育
科
目

必
修

データサイエンスⅠ

データサイエンスⅡ

YES□

自由選択科目 YES□

学科必修

地域から考える文化と社会

YES□

YES□

専門ＰＢＬセミナー YES□

社会・経済分野

国際・外国語分野

未習外国語

選
択

YES□

YES□選択科目

大学基礎科目

教養基礎科目
（*副専攻科目）

専攻基礎科目

スポーツ健康科学A

歴史・文化分野

環境・科学分野

健康・医療・福祉分野

教育・公共分野

スタートアップPBLセミナー

キャリア教育入門

英語Ⅰ大学基礎

英語Ⅰコミュニケーション



 
 

 
共通教育科⽬で修得すべき単位として、以下の点に特に注意すること。 
 
*a  スタートアップ PBL セミナーは、学科指定のクラスを受講すること。それ以外のクラ 

スは卒業単位として認定されない。 
*b  異⽂化理解 I は、ドイツ語、フランス語、中国語、朝鮮語、ロシア語、スペイン語、 

ポルトガル語から 1 ⾔語を 4 単位修得すること。複数外国語の組み合わせは不可。 
良い例 ◯:ドイツ語 4 単位 etc 
悪い例 ×:ドイツ語 2 単位+中国語 2 単位 計 4 単位 etc 

*c 「地域理解・⽇本理解」から 2 単位、「国際理解・現代社会理解」から 4 単位を含む 
ものとする。 なお、 残る 4 単位のうち 2 単位はキャリア教育の科⽬で置き換えるこ 
とができる。 

*d  領域:異⽂化理解には、科⽬群<異⽂化理解発展>を含む。 
 
専⾨教育科⽬で修得すべき単位として、以下の点に特に注意すること。 
 
*e  他学科の授業科⽬(除外科⽬を除く)については、12 単位を超えない範囲で履修す 

ることができる。12 単位を超えて他学科の授業科⽬を履修するときは、3 年次(前 
期)の履修申告時に「他学科授業履修計画表」を作成し、指導教員の承認(署名)を 
得なければならず、この場合にも、卒業要件のための単位として履修申告できる他学 
科の授業科⽬の総単位数は 2４単位を超えることはできない。 
除外科⽬については、⼊学時に配付された「履修要項」を参照すること。 

 
 
共通教育科⽬・専⾨教育科⽬いずれの場合においても、成績通知書・証明書における下段 
の単位数は卒業条件等に即した単位数ではなく、修得した単位数すべてをカウントしてい 
るだけであり、上記のように卒業に必要な単位としては認められない場合もあるので、各 
⾃で注意すること。 
 
 
 
 
 
 
 
 


